
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    

 
 

 
 

                        

 

                            

                     

 

◆いっとき避難場所   ・近くの公園や広場など 

◆広域避難場所(中区)   ・紅葉ケ丘一帯 ・野毛山公園 ・本牧山頂公園一帯 

      ・根岸森林公園及び根岸住宅地区 ・港の見える丘公園 

◆地域防災拠点(中区)  ・北方小・元街小・本町小・立野小・大鳥小・山元小 

・間門小・本牧南小・本牧小・港中学・横浜吉田中・仲尾台中 

・みなと総合高校 ＊かながわ労働プラザ（※協定による避難場所） 

 

 
避難情報は・・ 

横浜市防災情報Ｅメール、横浜市総務局危機管理室の「ホームページ」や「Twitter」にて配信 
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産業貿易センター４階 
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隔月 15 日発行予定 

避難情報 避難準備・高齢者等避難開始 
避難勧告 

危険度アップ！ 

避難指示（緊急） 

ただちに避難！ 

危険度の

内容 

災害による人的被害の発生す

る可能性が高まった状況 

災害による人的被害の発生

する可能性が明らかに高ま

った状況 

切迫した状況であり、災害による

人的被害の発生する可能性が非常

に高いと判断された状況 

避難行動

の内容 

お年寄り、子ども、障害のあ

る人、病気の人など、避難に

時間を要する方は、早めに自

主的に避難行動を開始してく

ださい。避難を支援する方も、

支援行動を開始してくださ

い。 

避難所などへ避難行動を開

始してください。 

 避難所への避難が困難な場

合は、建物の２階以上（斜面

と反対側の部屋）に緊急的に

避難しましょう。 

避難所などへただちに避難してく

ださい。避難所への避難が困難な

場合は、建物の２階以上（斜面と

反対側の部屋）に緊急的に避難し

ましょう。 

 

中区 

 移動情報センター通信 

いつ起こるか分からない自然災害。発生時には「身の安全優先」「落
ち着いて行動」「正しい情報を聞く」ことなどが大切ですが、避難
情報は危険度によって呼びかけが違います。※横浜市 HPより抜粋 

        ↓ 

避難場所 
 

H２9.３月号 No.25 

特別避難場所ってなぁに？？？ 

「地域防災拠点」で避難生活を送るのが困難な要援護者が、地域防災拠点から 
移動して避難生活を送る場所です。誰がどこの特別避難所に移動するかは 
「区災害対策本部」が“決定”します。一般の方の避難場所ではありません。 

 

 

 

http://3.bp.blogspot.com/-2cK_jCDmwfg/UnIDuiJdOlI/AAAAAAAAZ6Y/ZrDYZ7X0ArM/s800/saigai_hinan.png
http://www.irasutoya.com/2014/01/blog-post_9908.html


    

障害のある児童や発達に心配がある

児童が放課後や学校休業日に過ごせ

る施設です。 そのほか未就学児には

「児童発達支援」もあり、利用する

にはあらかじめ「障害児通所受給者

証」が必要になりますので、お住ま

いの区の福祉保健センター（区役所

内）にご相談ください。現在中区内

には 8 か所の施設（運営内容は個々に異な

ります）があります。 

（平成２９年 2 月現在） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

 

                 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月から３月にかけて中区移動情報センターでは『ガイドボランティア講座』を開催。 
☆第 1 回目は講義編。 

中区の聖坂養護学校で講義を受け、校内と帰りの会や下校風景の見学。質疑応答では、講師
の藤森副校長先生が分かり易く丁寧に回答してくれました。「校内が見学できてよかった」と
「聖坂養護学校の温かさが伝わった」などの声がありました。 
☆第２回目は体験編。 

実際に放課後等デイサービス「こんぴす」（放課後等デイサービスの説明は右上部）  
でボランティア体験。参加者は積極的に子供たちに声をかけて過ごし、 
「初めは接し方の難しさを感じたが、苦手なことは多いかもしれないが 
特別ではないと実感。（障害児と）接したことがない人が特別な目で見て 
いるだけ。楽しい時間を過ごせた」などの声が寄せられました。 

☆第３回目は振り返り編。 
ガイドボランティアとして活躍されている桜井さんのお話を聞きながら、 
１・２回目の疑問や感想を述べました。「見て、体験して、振り返りでき 
たことで、ガイドボランティアに向けた知識をつけることが出来た。」 
「安全も考える必要があり、とても良いことだが責任もあると感じた。」 
などの感想がありました。 

 
・・・3 回の講座終了後に数名がガイドボランティアとして登録されました!! 

新年度も講座企画中です。是非ご参加ください。 
  
通院や役所の手続き、通学や通所、買い物などの外出に一緒に出かけてお手伝いしてもらえると 
「安心」という人たちがいます。一緒に外出してサポートしてくれる方、外出に不安のある方 
下記にお問い合わせください。(講座受講はガイドボランティア登録の必須条件ではありません) 

～ ガイドボランティア講座開催しました!! ～ 

 

障害(対象要件有)により屋外での移動が困難

な方が外出する場合にガイドヘルパーが付き添

う移動支援事業の一つで、特別支援学校（養護

学校）への通学や作業所等への通所に使えるサ

ービスです。支給が認められれば、原則として

１割負担で利用できます。利用者の年齢に関わ

らず、他の送迎手段や付き添いが得られない場

合（保護者の就労や疾病等）に利用が可能とな

ります。サービスを利用するには、区へ申請し「障

害福祉受給者証」の発行を受ける必要があります。

まずは、区役所の担当ケースワーカーにご相談くだ

さい。 

 

「通学通所支援」ってなぁに？ 「放課後等デイサービス」 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中区移動情報センター 
TEL：045-68１-6682   

FAX：045-641-6078 

 
 
 

mail : ido@nakasha.net   
〒231-0023 
横浜市中区山下町２ 産業貿易ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ 4 階 
横浜市中区社会福祉協議会内 
 

放課後 
等デイ 

http://2.bp.blogspot.com/-cXmQVbDRGGU/VmFm6xqFkVI/AAAAAAAA1hc/4kYszPFJZLI/s800/tsugaku_mimamoru.png

